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信 州 須 高 地 域信 州 須 高 地 域

◎恵まれた気象条件 〈須高地域の気象〉

◎高い果樹生産力
　農業生産額の約80％を果樹で占めています。りんご、ぶどうは長い歴史を持
ち、時代とともにもも、ネクタリン、なし、プラム、プルーンなど多種多様な品目が
栽培され、果樹の総合供給産地として市場、消費者から高い評価を受けてい
ます。特にぶどう（巨峰、ナガノパープル、シャインマスカット）、プルーンは県内
トップの生産量です。

◎最先端の研究環境
　須坂市には100有余年の歴史ある農業
試験場、果樹試験場、須坂創成高校、農
村工業研究所などの試験研究機関、教
育機関があり、最新の試験研究成果を得
ることができます。

◎須高の代表品種
　フルーツ王国須高では、長野県果樹試験場で育成されたオリジナル品種が数多
く栽培されています。その代表的なものとして、ぶどうの「ナガノパープル」「クイーン
ルージュ®」りんごの「シナノスイート」「シナノゴールド」プルーンの「サマークイーン」
「オータムクイーン」などがあります。生産量はいずれも県内トップクラスです。

◎生産量は県下トップクラス
秋映（あきばえ）

なつっこ

長野県生まれのりんご三兄弟

シナノゴールド

長野県農業試験場、果樹試験場

長野県農村工業研究所

シャインマスカット クイーンルージュ®

シナノスイート

「りんご三兄弟」は全国農業協同組合連合会の登録商標です。

（長野県果樹試験場調べ）

　果樹栽培に適した須高地域（須坂市・小布施町・高山
村）は、りんご、ぶどう、ももを中心に美味しい果物が多く栽
培されています。特に長野地域（須高地域含む）のももの生
産量、販売額は県下の約50％、りんごは約42％、ぶどうは約
36％を占めています。◎最新鋭の集出荷施設

　JAながの須高フ
ルーツセンターでは、
最新鋭のフリートレー
システムを導入し、高
品質化率の向上（打
撲果等の軽減）と、光
センサーによる糖度
保証と蜜入り選果に
より、高付加価値販
売・有利販売に努めて
います。　

須坂市 高山村小布施町
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す　　　 こ う

　山々に囲まれた自然豊かな長野県須
高地域（須坂市・小布施町・高山村）は
県下有数の果樹産地です。須高地域の
気象は、平均気温は10～11℃、最低気
温はマイナス8～12℃、冬季の積雪は20
～40cm、年間降水量は900mm前後と少
なく豊富な日照時間と生育期間中の昼
夜の温度差、更に水はけの良い土壌は
美味しい果物栽培の最適地。適度な温
度、降水量に日照時間と土壌と果樹栽
培の条件が揃っています。
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高山村

須坂市

小布施町
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地域は
こんなところ
　須高地域とは、長野県の北部に位置し、
須坂市、小布施町、高山村の1市 1町 1村
で構成されています。

スーパー 〈須坂市〉 米子大瀑布 〈須坂市〉信州医療センター〈須坂市〉

長野市 

須坂市 小布施町 高山村
人口 50,345人 11,003人 6,866人
世帯 20,224戸 3,909戸 2,450戸

〈人口と世帯数〉 令和2年11月1日現在

峰の原高原 〈須坂市〉

〈主な施設の数〉
須坂市 小布施町 高山村

総合病院 2 1 0
個人医院・診療所 35 6 4
歯科医院 23 4 1
保育園・幼稚園 20 3 1
小 学 校 11 1 1
中 学 校 4 1 1
高等学校 3 0 0
ホームセンター 4 1 1
スーパー 8 1 1
温 泉 4 2 8
コンビニ 21 3 2
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須坂長野東IC
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〈須高地域から約１時間で行ける主な観光地〉

栗ケ丘小学校 〈小布施町〉 フローラルガーデンおぶせ 〈小布施町〉 たかやま保育園 〈高山村〉

信州高山温泉郷 〈高山村〉

軽井沢 志賀高原 白馬八方尾根スキー場 野沢温泉 善光寺 ©2020 善光寺
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須坂市

農業と生活するのに農業と生活するのに
　　  ちょうどいい田舎 　　  ちょうどいい田舎 須須

すす

坂坂
ざ かざ か

地域の特徴
　須坂市は明治から昭和初期にかけては製糸の町として栄え、近年は機械・金属工業と全国有数のりんご・
ぶどうなどのフルーツの産地です。峰の原高原、米子大瀑布、五味池破風高原などがあり豊かな自然に恵
まれ、市街地には製糸業が盛んだったころを思わせる「蔵の町並み」、さくら名所 100 選、日本の名松 100
選に選ばれた「臥竜公園」もあります。
　スーパーなどの買い物する場所や病院、教育機関も充実しており、生活しやすい環境です。

須坂高校

須坂市動物園

須坂創成高校

峰の原高原

保育園

国指定名勝 米
よな

子
こ

瀑布群

多くの優秀な農家を輩出した須坂創成高校（旧須坂園芸高校）をはじめ、市内に３
つの県立高校（須坂高校、須坂東高校、須坂創成高校）があります。須坂創成高校
は農・商・工、３学科を有する総合技術高校として、生徒が畑を耕し、食品の加工・
販売まで実践することができます。

待機児童はゼロ。
栽培活動や収穫体験を行い、いのちの
大切さや食べ物に対する感謝の心を育
てています。

動物を間近で見ることができ、動物の解
説やエサやり見学などを開催。カピバラ
やフンボルトペンギンなどが人気。

冬は家族連れに人気のスキー場。春から
夏にかけてはクロスカントリーコース、テ
ニス、ゴルフなど年間を通じて楽しめます。

根子岳と四阿山を源流に静寂な谷に流
れ落ちる2つの滝（権現滝・不動滝）は日
本の滝百選に選定された名瀑。

子育て支援・教育機関が充実

豊かな自然が疲れを癒します
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フルーツの産地の特徴

農業の取り組み

お問い合わせ先 須坂市役所農林課農政係　TEL 026-248-9004  FAX 026-246-5667
　　　　　　　　　　　　　  E-mail  : s-nourin@city.suzaka.nagano.jp

皮ごと食べられる甘いナガノパープル
は須坂市産まれです。

地元の新鮮な野菜やフルーツが並
びます。スーパーにも、地元農産物
が並ぶコーナーがあります。

りんごやぶどうの摘み取りが行わ
れ、新鮮なフルーツを食べること
ができます。

須坂グリーンツーリズム事務局（須坂市農林課）では
修学旅行などの農業体験の受け入れを行っています。

須坂産のりんご、ぶどう、もも、カシスの果汁を使用し
たクラフトビールを開発しました。

「村山早生ごぼう」「八町きゅ
うり」「沼目越瓜」は古くから
地元に愛されているオリジナ
ル野菜です。市内の飲食店の
材料にも使用されています。

見渡す限り、ぶどう畑が広がっていま
す。

千曲川沿い一体に、もも、ネクタリンの
果樹園が広がります。

ナガノパープル

直売所観光農園

グリーンツーリズム

フルーツエール

伝統野菜

◎村山早生ごぼう

◎沼
ぬま

目
め

越
しろ

瓜
うり

◎八
はっちょう

町きゅうり

ぶどう団地 もも

須坂市新規就農
応援キャラクター「きじまる」

　比較的早くから、フルーツの生産に力を入れ、先進的な技術や新しい品種などを積極的に取り入れてきま
した。ぶどうの産出額は全国5位を誇ります。

　昔から育てている伝統野菜の支援をしながら、フ
ルーツの産地の強みを活かし、新たな加工品を開
発して販売しています。また、地元の野菜が並ぶ直
売所は、農業の盛んな地域ならではの新鮮さです。
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小布施町

歴史と文化と花の町 おぶせ歴史と文化と花の町 おぶせ
地域の特徴

チャレンジする気質を生かし様々な
スポーツが盛ん

年間120万人の
観光客からのニーズ

　千曲川など３つの川と雁田山に囲まれた自然豊かな小布施町。町役場を中心に、半径２kmの円にほとんどの
集落が入る小さな町で、昼夜の寒暖差と扇状地からなる肥沃な大地ではおいしい果樹が育まれ、水はけのよい酸
性土壌では特産の栗が生産されています。
　江戸時代には今も安市に面影を残す定期的な六斎市が立ち、北信濃の経済・文化の中心として栄えました。幕
末の葛飾北斎や小林一茶、近年では中島千波など多くの文人墨客により花を咲かせた「地域文化」は、今も「交
流」という名のもとに脈 と々受け継がれています。

　老若男女を問わずス
ポーツが盛んです。
　特にスラックラインは、
国内で唯一のワールド
カップ開催地です。

　人口約11,000人に対し、年間約
120万人ものお客様が来訪していま
す。葛飾北斎が残した肉筆画や街
並みが人気です。

栗の小径
名産の栗の木で作成したブロックを一面に敷き
詰め、栗の木の感触が足に優しい通りです。

岩松院（葛飾北斎筆『八方睨み 鳳凰図』）
本堂内の大間、21畳の大きさの極彩色の天井
絵。江戸末期の嘉永元年（1848）北斎89歳の作
品です。

小布施QUEST
エアーマットを利用したスノーボード、スキーのジャンプ
練習施設です。

スラックライン
細いベルト状のラインの上で、バランスやトリックを
楽しむ競技です。

桜並木（千曲川堤防）
上信越自動車道と並行する全長約4km、約600
本の八重桜の並木です。

北斎館
町内に遺されている北斎作品の散逸を防ぎ、収
蔵・公開するための美術館として建設されました。

©2020 岩松院
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自然の中での子育て

多彩な交流とそれを生かした農業支援

　就学前の親子を対象に、交流の輪を広げ楽しく子育てができる場で
あるエンゼルランドセンターをはじめ、3つの町立幼保育園や放課後の
遊び場・居場所としての子ども教室など、多彩なメニューで子育てを支
援します。

古くから人やものの交流が盛んで、外から訪れる人を歓迎し、受け入れる町民気質があります。また、それらを生か
して農業を支援しています。常設直売所や季節直売所も多数あり、地域の皆さんや観光客が利用しています。

OBUSE OPEN OASIS
スポートを通して様々な年代が交流し、価値を共有することで認め合う
きっかけを目指して開設。ボルダリングやスタジオを併設しています。

安市
毎年、1月14・15日に開催されていま
す。無病息災・五穀豊穣を祈願する
行者の火渡りには、大勢の見物客が
訪れます。

わかば保育園
町立保育園が2か所、幼稚園が1か所あり、子ども
たちの元気な声が響いています。

田植え体験
毎年、小学校5年生が体験しています。秋には収
穫体験も行われています。

子ども教室
一般と活動の2コースがあり、活動コースは野菜
作り・スポーツ・調理等の活動を週2回程度行わ
れています。

エンゼルランドセンター
主に未満児を抱える親子が一緒に利用する施設
で、子ども・親同士の交流の場となっています。

六歳市（収穫祭）
名前は江戸初期、毎月3と8の付く日
計6回開かれていたことに由来。現在
は収穫祭や他地域との交流の場とし
て開催されています。

オープンガーデン
個人が育てた庭園約130軒が参加。
来訪者への歓迎の気持ちを表してい
ます。

農作物直売所
地元で育てた露地物の野菜や果物
を中心に提供する直売所。収穫期に
は、町内のいたるところで開設されて
います。

小布施見にマラソン
海の日近くに開催される、速さを競うだけでなく小布施を見て楽しみなが
ら走るハーフの見に（ミニ）マラソンです。

お問い合わせ先 小布施町役場産業振興課農業振興係　TEL 026-214-9104  FAX 026-247-3113
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail  : sangyou@town.obuse.nagano.jp
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高山村

自然と共に生きる 農の里 たかやま自然と共に生きる 農の里 たかやま
地域の特徴

ICT（情報通信技術）を活用したスマート農業の促進

樹齢200年を超える桜の大樹が点在し、訪ねる人々の心
を魅了します。

開湯210年の「山田温泉」をはじめ、松川の渓流沿いにあ
る８つの温泉が心と体を癒します。

全長13㎞の日本一の超ロングツアーコースは、変化する
周囲の自然を満喫できます。

松川のⅤ字渓谷を黄金の輝きが埋め尽くし、その中に燃
え立つ紅葉が一際鮮やかです。

村内８ヶ所に設置

　年間の降水量が少なく、昼夜の寒暖の差が大きく、西傾斜の地形で日照に恵まれた高山村は、古くから果
樹栽培を中心とした農業が盛んなことで知られています。中でも「りんご」は村を代表する特産物としてブラ
ンド化が図られ、市場等から高い評価をいただいています。
　また、日本のユネスコエコパークに登録されている自然と人が一緒に暮らす地域づくりのなかで、環境保
全型農業による安全・安心な農作物や温泉など様々な資源を活かした「アンチエイジングの里づくり」に取り
組んでいます。

　高山村では、地域資源を活かした魅力ある産業創出を目指し、ICTを活用した最先
端農業技術の研究を進めています。気象観測システムや栽培記録アプリケーションか
ら収集したデータの利活用や生産技術向上に資する講習会を実施しています。

水中のしだれ桜水中のしだれ桜

YAMABOKUYAMABOKU
ワイルドスノーパークワイルドスノーパーク 秋の松川渓谷秋の松川渓谷

松川渓谷温泉松川渓谷温泉

気象観測機器気象観測機器
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人と自然にやさしい農業

農産物の特徴と取り組み

　農業を基幹産業とする高山村は、いち早く環境保全型農業に取り組んできた全国有数の先進地です。
　はじまりは、昭和57年。村内の家庭や旅館等から出る生ゴミなどを発酵させて良質な堆肥をつくり農地に還元
する取り組みでした。現在は「フクイハラコンポ」として年間約600ｔが村内の農家に提供されています。
　平成３年からは、人工フェロモンを利用した果樹の減農薬栽培や、水稲の無農薬栽培等にも取り組むなどし
て、人と自然にやさしい高山村の農業が評価され、平成16年度第10回全国環境保全型農業推進コンクールで高山
村が農林水産大臣賞を受賞しました。

　古くからりんご、ぶどうを中心と
した果樹産地として知られている
高山村ですが、村特有の気候や土
壌条件が醸造用ぶどう栽培に適
していることから、近年は醸造用
ぶどう栽培が注目されています。
現在では約60haのほ場で醸造用
ぶどうが栽培されています。

お問い合わせ先 高山村役場産業振興課農政係　TEL 026-214-9268  FAX 026-248-0066
　　　　　　　　　　　　　　　   E-mail  : sangyou@vill.takayama.nagano.jp

りんご
減農薬栽培の「信州高山さわやかりんご」は
市場から高い評価を受けています。

ぶどう
人気のシャインマスカットやナガノパープル等、
ぶどう栽培が盛んです。

醸造用ぶどう
世界に認められるワイン産地を目指して、醸造
用ぶどう栽培に取り組んでいます。

ワイナリー
平成23年にワイン特区の認定を受けて、5軒の
ワイナリーが誕生しました。
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就農・独立までのステップ

就農先の
検討

◇ネットや書籍での情報収集
◇就農候補市町村との相談問い合わせ
◇就農フェア等への参加
◇就農先への訪問
◇各市町村で就農体験

書類審査
と面接

◇履歴書、家族の同意書
　レポートを提出
◇面接
◇おためし研修
◇里親の紹介

◇実践経営者コース
   （松代 2年間）
◇果樹実科・研究科
   （須坂 1～2年間）

実践研修
◇住居の紹介（民間アパート）
◇研修計画の作成
◇里親研修（2年間）
◇就農計画の作成
◇農業次世代人材投資事業（準備型）

独立・
新規就農

◇農地の準備（市・町・村・JAが支援）
　※農地バンクの活用、利用権設定の手続きなど
◇機械・施設の準備（市・町・村・JAが支援）
◇青年等就農計画の認定
◇資金の調達（青年等就農資金等）

支援の
継続

◇農業次世代人材投資事業（経営開始型）
◇各種研修会・講座の受講
◇技術の支援（JA・支援センター・里親の技術指導）
◇仲間づくり（須高農業青年クラブ・JAながの須高青年部 等）

就農コース
決定

新規就農里親
研修制度
コース

農業大学校
入学コース

農業法人
就職コース
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新規就農里親研修制度

　長野県では、平成 15 年度から新規就農希望者を受け入れ、独立就農を積極的に支援したいと考えて
いる熟練農業者の方を「里親（農業者）」として登録しています。独立就農を目指す新規就農希望の方
に研修先（里親）を紹介する「新規就農里親制度」に取り組んでいます。　
　須

す

高
こう

地域でも、この里親制度を使い多くの新規就農者が誕生しています。

長野農業農村支援センター　地域第一係
〒 380−0836 長野市大字南長野字南県町 686−1  TEL 026−234−9515　FAX 026−235−8393
Mail : nagano-aec@pref.nagano.lg.jp

市町村名 里親登録農業者数 里親研修生数 令和2年就農者 平成25年〜令和元年就農者数（里親）
須 坂 市 20 人 7 人 6 人 87 人（20）
小 布 施 町 22 人 3 人 2 人 22 人（12）
高 山 村 16 人 5 人 5 人 27 人（ 7）

計 58 人 15 人 13 人 136 人（39）

◎新規就農里親研修制度とは

◎就農コーディネーターの連絡先

◎須高管内の状況　（令和2年4月現在）

須高地域で就農したい

就農コーディネーターとの相談 就農体験

市町村に相談

１　里親研修前基礎研修（農業大学校での履修　1年間）
　基礎的な農業知識の習得や目指す農業（経営品目・就農場所等）を明確
にするための研修です。【1年間、2年目は里親研修になります】

２　里親研修（農業大学校の学生として受け入れます　1～2年間）
①　里親農業者（熟練農業者）が技術習得から就農の際の農地・住宅の確保等を市
町村と連携して支援し、就農後も相談役としてサポートします。

②　農業大学校でのスクーリング（年間 11日間）があります。

就農コーディネーターと就農計画の作成

経営開始（独立就農）

新規就農里親研修制度
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　農業生産額の 80％を果樹で占め、ぶどう
生産は県内トップの生産量を誇る須高地域。
特にシャインマスカットは栽培面積・生産
量ともに全国トップクラスの須坂市。そこ
で日本で一番早いシャインマスカットを出
荷している里親の太田さんを訪ねた。

　平成 23 年里親農業者となり、平成 25 年
４月、農業の経験が全くない研修生を初め
て受入れた。スコップの使い方もわからな
い、農機具のチョークを黒板に書くチョー
クと勘違いされるなど「自分の常識は通用
しない」どうやって教えればいいか悩んだ
という。悩みながらも、しばらく研修生と
接していると、次第に教えるのではなく、
作業のやり方等を実演し、失敗してもいい

から作業を実践し、身体で技術を覚えても
らうと考え気持ち的にも楽になった。また、
研修生との接し方も特別扱いせず、家族と
同じ扱いで接している。また、ミスなく営
農でき、早く農家として独り立ちして欲し
い思いから、今までやった自分の成功した
話はせず、むしろ価値ある失敗した話をす
るよう心掛けている。

　他にも心がけていることがある。研修生
に視野を広げてもらう研修だ。自分のぶど
うだけ見ていても勉強にならない、多くの
生産者がこだわって栽培したぶどうを見る
ことも重要だと考えている。ぶどうの収穫
が始まると、ＪＡの共選所の手伝いをあえ
てやってもらっている。房型、粒の大きさ、

着色、箱詰め等学んでもらい観
察力を高めてもらっている。
　もう一つは、早く地域に溶け
込むための、仲間づくりのバッ
クアップだ。研修生は、県外者
がほとんどで地元に知人や親
戚、友人が少ないので、地域の
会合や寄り合いに連れていき
名前と顔を覚えてもらうこと
にしている。

　里親として、今、大変なこと
は、２年間の研修修了後直ぐに
営農できるための農地を確保す
ることだ。太田さんは、アンテ

ナを高く張り農地情報を入手している。友
人、知人や会議等で情報を仕入れ、条件の
良い農地が出たら、自分の名前で農地を一
時的に借り苗木を植え、研修終了後にすぐ
に収入が得られるようにしている。研修生
は安心して２年間研修を受けることができ
る環境にある。

　太田さんは、就農当時はりんごを栽培し
ていたが、りんごの価格が低迷していた。
持ち前のアンテナで情報収集しいち早くぶ
どうに転換した。そして、平成５年から平
成 12 年にかけ融資を受け、ハウスを３棟建
設した。
　と言うことで、太田さんは、ハウスを３
棟所有していることから、普通は年１回し
か作業ができないが、太田さんの研修生は、
露地を含めると年間４回の作業を学ぶこと
ができる。１年で４年間分の研修したこと
になる。当然ながら他の研修生より早く技
術習得ができぶどう栽培をスタートできる
のである。これまでに、３名の研修生を育
て上げ、３人ともぶどう農家として地域の
若手リーダーとして活躍している。

　最後に、研修生へのメッセージを頂いた。
農業は自然相手だから大変。だけど、おも
しろく、楽しく仕事ができ、ちょっぴり刺
激のある農業そして儲かる農業経営を実践
し、いつかは自分を追い越して素晴らしい
農業者になって欲しいと語ってくれた。

里子の明日の笑顔を夢見て里子の明日の笑顔を夢見て
太田　安雄 太田　安雄 おおた やすおおおた やすお  さんさん　72歳　72歳

　　家　族	 妻　長男夫婦　孫１人　	 	 	家　族	 妻　長男夫婦　孫１人　	 	 	
　出身地	 長野県須坂市　出身地	 長野県須坂市
　就　農	 農業大学校果樹実科卒業後20歳で就農。就農当時はりんご栽培24歳の時にぶどう　就　農	 農業大学校果樹実科卒業後20歳で就農。就農当時はりんご栽培24歳の時にぶどう

栽培に転換。ぶどう栽培歴48年の大ベテラン。栽培に転換。ぶどう栽培歴48年の大ベテラン。
　　経営概要経営概要	 ハウスぶどう40a（３棟）、シャインマスカット、露地ぶどう100a（シャインマスカット	 ハウスぶどう40a（３棟）、シャインマスカット、露地ぶどう100a（シャインマスカット

40a、クイーンニーナ30a、無核巨峰15a、その他15a）、りんご40a（ふじ20a、シナノリッ40a、クイーンニーナ30a、無核巨峰15a、その他15a）、りんご40a（ふじ20a、シナノリッ
プ10a、シナノゴールド10a）、プルーン10a、その他20a　2013年（平成25年）から研修プ10a、シナノゴールド10a）、プルーン10a、その他20a　2013年（平成25年）から研修
生を受け入れこれまで３名が独立しぶどうを栽培。現在１名が研修中生を受け入れこれまで３名が独立しぶどうを栽培。現在１名が研修中

ぶどう栽培を通じて、食べる人の笑顔をつくるぶどう栽培を通じて、食べる人の笑顔をつくる
中井　竜佑 中井　竜佑 なかい  りゅうすけなかい  りゅうすけ  さんさん　40歳　40歳

　家　族	 妻　子2人　家　族	 妻　子2人
　出身地	 大阪府岸和田市　出身地	 大阪府岸和田市
　就　農　　２年間の里親研修後、2018年（平成30年）新規就農	　就　農　　２年間の里親研修後、2018年（平成30年）新規就農	
　　経営概要経営概要		 ぶどう130ぶどう130a（a（シャインマスカット60シャインマスカット60aa、巨峰20、巨峰20aa、ナガノパープル30、ナガノパープル30aa、クイーンルージュ、クイーンルージュ

2020aa）、）、栗15栗15aa

新規就農者

体験を語る体験を語る 〜須坂市編〜〜須坂市編〜

里 親 農 家

®️®️

▲ 研修生へ熱心な指導
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　ぶどうの摘粒作業を慣れた手つきで行う。
研修1年目とは思えない雰囲気の山岸さんに
就農に至るまでの経過や今の想いを聞いた。

　高校卒業までは長野市で過ごし、地元の果
物を当たり前のように食べていた。しかし、
大学進学とともに長野県を離れて、他の地域
の果物を食べる機会が増えたことで、長野県
産の果物の豊富さ、品質の高さを感じた。「当
たり前」ではなく、美味しい果物を食べられ
ることは恵まれていたということと、果物で
幸せを届けられる農業のすばらしさに気づか
された。
　また、農業者が高齢化していることや遊休
農地が増えているなど、心配なニュースをよ
く耳にするようになった。「このままでは、地
元の重要な産業が衰退してしまう」という危
機感が芽生え、大学卒業後、農業の世界に飛
び込もうと考えた。しかし、実家は農家でも
なく、まわりにも農業を行っている知り合い
がいなかったため、情報が乏しかった。どの
ように始めて良いかもわからなかった。同時
に、独立に必要なお金もなかったため、農業
関係の職に就くことで自分が農家に向いてい
るのかしっかり考えることにした。
　仕事をしながら、約 3年間にわたり就農相
談会や就農体験に何度も参加した。農業関係
の仕事とはいえ、自分で実際に就農すること
と外から農家を見ているのとでは全然違うと
思い、自分で納得のいくまで、作業を体験し、

農家の話を聞きたかったためだ。りんごやぶ
どうの体験を繰り返し、農家や行政の担当者
と話す中で、自分の中で目指す農業の形がイ
メージできるようになってきた。

　いくつか市町村を見た中で、須坂市での就
農を決めたのは、ぶどうをはじめ、りんごや
ももなど多品目な果物が栽培されていること、
新品種導入などに積極的であること、そして、
何より体験した農家が栽培技術向上のために
日々、取り組んでいると感じられたためだ。
目指す農業の形が実現できる気がしている。
　また、子育てをするなら自然環境が豊かで
のびのびと過ごせる場所でしたいと思ってい
たので、子どもが生まれたことで農業を始める
絶好のタイミングと思い、就農への一歩を踏
み出した。作業に追われる日々になるが、自分
の作業効率を上げ、家族と過ごせる時間も大
切にしたいと思っている。

　研修は始まったばかりだが、細かい作業は
自分に合っていると思っている。日
に日に、実が大きくなっていくのが
何よりも楽しみで、自分がかかわっ
た作業によって、どのような実に
なり、収穫できるかが待ち遠しい。
　同時に、夢と現実はやはり違う
ものだということも感じている。
ぶどう、りんご、もも、いろいろ
な品種に取り組みたいと考えてい

たが、研修しているぶどうだけでも、品種の
特性を覚え、作業についていくのも必死だ。
ただ、目指してきた農業はあきらめたくない
ので、若いうちに苦労しながらでも、いろい
ろなことに挑戦していきたい。

　現在の研修先の里親農家は、非農家出身で
里親研修を経て就農し、里親になった方で、
境遇が似ている。農地を借りられるのか、自
分自身で作業をすべてできるのかなど、心配
なことは多いが、近くに悩み事を相談し、共
感して頂ける方がいるのは非常に心強い。ま
だ先の話だがいつかは自分も里親となってこ
の地域の農業を盛り上げたいと少し感じるよ
うになった。

　研修先の周りには、同じような新規就農者
や若い農業者もいて、地域の農業を支えてい
る。担い手不足と言われる農業の世界では珍
しいと思う。そのような地域の魅力を改めて
感じている。

果物がある当たり前の生活を守りたい果物がある当たり前の生活を守りたい
山岸　靖典 山岸　靖典 やまぎし やすのりやまぎし やすのり  さんさん　31歳　31歳

　家　族	 妻　子１人　家　族	 妻　子１人　
　出身地	 長野県長野市　出身地	 長野県長野市
　就　農	 2020年（令和２年）４月 研修開始　就　農	 2020年（令和２年）４月 研修開始

　「ぶどう畑で働いている自分を夢見ていた
んです」という中井さん、まっすぐ見据えた
目は、就農を決意した日から今も同じ信念を
持つ。

　実家のある関西で短大を卒業後、飲料会社
で販売・営業の仕事をしながら奥さんに日々
話してきたのは、農産物を作る生活だった。
「長女が生まれて、安心安全なものを食べさ
せたいと強く思った」という中井さんは、「ぶ
どう栽培を通じて、食べる人の笑顔をつく
る」1冊の本と出合ったことをきっかけに、
ぶどう栽培をする目標が明確になった。

　ぶどうと言えば、岡山と長野。それぞれ
の産地の自治体などに直接電話をかけた。役
所の担当者の対応は様々で、丁寧に対応して
くれた長野県の数か所にしぼる。パンフレッ
トを郵送してくれ、「現地を見てほしい」と
いう担当職員の対応が的確で、その後の就農
体験、支援制度の紹介などで須坂市での就農
の決め手となった。

　2 年間の里親制度による研修
後、その職員には新規就農に必要
な農地の確保、資金など、親身に
相談に応じてもらった。またその
時期、須坂市は新規就農を促進す
るため里親制度を開始して数年が
経過しており、先輩就農者から、
技術面、生活面などのアドバイス
をもらったことが本当に助かった
という。

　様々な果樹栽培で生計を立てている農家
も多い中、「単作（ぶどう）がいい」という
中井さんにその理由を聞く。「2 つ 3 つやる
と集中できない。手をかけたい時期にかけら
れない」という。りんごやプルーンなどと作
業時期が重なる部分があり、どちらかを優先
するとどうしても中途半端になるというの
だ。そこは、当初から「ぶどうを作りたい」
とはじめた初心を貫き、納得できるものを消
費者に届けるためさらに上の品質を目指す
という高い目標がある。

　新規就農 3年目の今年は、インスタグラム
を通じて知り合った東京の販売会社や通販
サイトなど販売ルートが拡大した。ぶどうの
苗が成長する数年先には、多品種を揃えた直
売所を立ち上げ、ぶどう狩りなどの観光農
園も視野に入れている。

　減農薬栽培にも挑戦して、「子どもに食べ
させたいものをつくる」ために、一歩づつ前
に進んでいる。

里親制度研修者

▲ ぶどうにこだわり、さらに上の品質を目指す

▼ 細かい作業は自分に合っている
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　「里親と研修生がうまくマッチすれば、市
町村や里親農家にもこれほどいい事業はない。
これからもこの事業を続けてみんなで地域
農業を守り発展させていけたら素晴らしい」。
関谷さんは 2018 年度（平成 30 年）、須高地
区農業委員会協議会総会の研修会にて、里親
制度の体験をプレゼンし、最後にこう締めく
くった。

　「石橋をたたいても渡らない性格なので・・・」　
群馬県から全く身寄りのなかった小布施町

　はじめの研修生は、神奈川県から一家４人
でやってきた。２年間の研修後、就農し、い
まは地域活動にも積極的に参加し、小布施の
暮らしにすっかり溶け込んでいる。次に受け
入れた研修生は、県内出身だが東京で就職
後、小布施でのぶどう栽培を志し、同じく２
年の研修後独立したところである。
　貴重な２年間の里親研修期間で、１年目、
２年目の指導のメニューを変えて、短期でな
るべく知識や技術が身につくよう工夫してき
た。夢と希望を抱いて町にやってくる若者た
ちに、１年目はまず実践重視、技術を教えな
がらも、がむしゃらに仕事をさせる。併せて、
ＪＡの部会や果樹研究会といった生産者組織
の講習会に連れ出し、紹介して顔を売る。こ
うして地域の大勢の農業者の中で認知され、
少しづつ知り合いができていく。同時に将来
の計画を考えはじめ、苗木の準備をし始める。
　２年目はせん定、摘果、消毒作業など一通
りの仕事を任せてみる。果樹園の開園のた
め、苗木や幼木の移植の経験もなるべくさ
せる。そして、独立後に必要な農地をみつけ、
よい農地の園地の確保を支援する。地元での
人脈や情報がものをいう、里親にとっては大
事な仕事だ。
　毎日顔を合わせる日々の中で、ゼロから出
発の研修生に対し、農機具や軽トラの心配か
ら販売のアドバイス、農業簿記や経理、経営
分析についてまで、精一杯全力で教えたいと

で就農したきっかけを伺った第一声。小布
施町とのつながりができたのは 7年前。以

いう気持ちがあふれている。今は就農に際
し、ぶどう棚などの初期投資と、そして倉庫
や物置などの農家に必要なスペース確保が
課題と考えている。これまで研修に来た若者
たちは、技術の習得や理解に個人差は当然あ
るものの、みな熱心で、一緒に過ごしていて
苦にならず、関谷家の皆さんも全くストレス
にならなかったそうだ。
　研修は関谷さんにとっても、とても有意義
で得るものの多い体験という。若い人たち
の考えは大いに刺激になり、情報収集がで
き、一緒に勉強して伸びていきたくなるそう
だ。また会話が増えて、それが楽しみになっ
ていて、まだまだ若い人には負けられないと
いう力が湧いてくるという。
　見た目クールな印象の関谷さん、ここまで
情熱をもって研修生を預かるため、２年間経
つうちにはお互い損得を考えない間柄とな
り、貴重な絆ができあがっている。
　さらに、新規就農の皆さんには、自分の個
性を生かした営農を確立し、将来は町の農業
のリーダーになってくれることを強く期待
している。
　小布施町には、新規就農者同士の交流の場
があり、気軽に悩みを相談したり情報交換を
している。また農家の皆さんとの交流も積極
的に行われている。町としても、住まいや倉
庫、農地等の支援をはじめやる気ある就農者
をバックアップする体制が心強い。

前は高校卒業後、自動車部品を製造する会
社で働きながら、冬はスノーボードを楽し

小布施で農業を目指す人を応援したい！小布施で農業を目指す人を応援したい！
関谷　尚志 関谷　尚志 せきや ひさしせきや ひさし  さんさん　56歳　56歳

　家　族	 妻　子２人　両親家　族	 妻　子２人　両親
　出身地	 長野県小布施町　出身地	 長野県小布施町
　就　農	 長野県農業大学校、果樹試験場果樹研究科を卒業後、アメリカのワシントン州にてり　就　農	 長野県農業大学校、果樹試験場果樹研究科を卒業後、アメリカのワシントン州にてり

んごを主体に２年間農業研修。帰国後、実家で農業に取り組む。んごを主体に２年間農業研修。帰国後、実家で農業に取り組む。
　　経営概要経営概要	 もも30ａ、ぶどう60ａ、りんご160ａ	 もも30ａ、ぶどう60ａ、りんご160ａ
　　　　　　　　　　　　2013年（平成25年）から２名の研修生を受け入れる2013年（平成25年）から２名の研修生を受け入れる。。

自然に左右される、そこがおもしろい自然に左右される、そこがおもしろい
立澤　郷史 立澤　郷史 たちさわ　さとしたちさわ　さとし  さんさん　46歳　46歳

　　家　族	 妻　子２人家　族	 妻　子２人
　出身地	 栃木県栃木市　出身地	 栃木県栃木市
　就　農	 里親研修を経て、2016年（平成28年）新規就農　就　農	 里親研修を経て、2016年（平成28年）新規就農
　　経営概要経営概要	 ぶどう45ａ（シャインマスカット、ナガノパープル、巨峰）	 ぶどう45ａ（シャインマスカット、ナガノパープル、巨峰）
　　　　　　りんご10ａ（ふじ、シナノゴールド）　　　　　　りんご10ａ（ふじ、シナノゴールド）

体験を語る体験を語る〜小布施町編〜〜小布施町編〜

里 親 農 家

新規就農者

▲ 自分の個性を生かし、リーダーになることを期待
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　全ての花が、実が収穫を迎えることがで
きるわけではない。厳選に厳選を重ねた結
果、最も良い果実だけが心を込め栽培され、
収穫を迎えることができる。その厳選作業
は「摘花」、もしくは「摘果」と呼ばれる。
　4月から里親研修を始め約 2か月が経過
した 6月下旬。三浦さんは研修ほ場でりん
ごの栽培作業の一つ「摘果」に汗を流して
いた。その手を止めていただき里親研修を
始めるまでの経緯を伺った。
　それまで印刷機関係のエンジニアとして
働いていた三浦さんが、「自分で作った物
を自分で売ることができるような職に就き
たい」と転職を志してから農業研修を始め
るまで、約 4年半の月日を費やした。何を
作ろうか、売ろうかと検討を始め、思い立っ
たのが農業だった。自分が手塩にかけて育
てた農作物を手に取り味わい、喜ぶお客様
の顔が見たい。農業の中でも果物を選ぶの
に時間はかからなかった。
　当時、都会で働いていた三浦さんが就農
先を決める時に重視したのは生活環境。自
然が好きで自然の中で子育てしたいと常日
頃考えていたことから、長野への移住、長
野での就農を選択した。奥様も就農には大
賛成。実は奥様は結婚前、北海道の農業生

産法人で畜産に携わっていたことがあるか
らだ。
　就農を志した三浦さんはまず、長野県内
の果樹の農業生産法人で 2年半、果樹栽培
の基礎に携わった。その中で就農や農業研
修を始めるには、自己資金が足りないこと
を感じエンジニアとして復帰。独立するた
めの資金を蓄えることにした。その間、就
農先と移住先、栽培品目について 2年をか
け検討。栽培面、販売面等様々な面を考慮
し、栽培品目はぶどうとりんごを中心とす
ることに決定した。これは価格面や貯蔵性
を考慮し、営農上の可能性を大いに感じた
ためだ。
　就農地は小布施町に。果樹
の一大産地であるということ
と何よりも農業体験を通じて
触れ合った里親農家さんたち
など小布施の人の熱意を感じ
たからだ。その時口にしたぶ
どうの味にも感動し驚いた。
他にも就農体験の日程を自由
に設定できることも決め手の
一つになった。
　充実した研修の日々を送っ
ている三浦さんは、里親農家

さんと家族ぐるみの関係を築いている。休
日に、お子さんが里親農家さんのお宅へ遊
びにいくこともしばしばあるという。良好
な関係が伺える。
　まず、美味しい果物を作れるように研修
をし、生活を成り立たせることが目前の課
題。いずれは、お客様一人一人にしっかり
と向き合い美味しい果物を直接お渡しした
い、喜んでいただきたい。三浦さんの大き
な目標に向けた初めの一歩は、しっかりと
確実に踏み出された。いずれ大きな果実を
実らせるために。

お客様に美味しい果物を直接お渡ししたいお客様に美味しい果物を直接お渡ししたい
三浦　秀規 三浦　秀規 みうら ひできみうら ひでき  さんさん　41歳　41歳

　家　族	 妻　子２人　家　族	 妻　子２人
　出身地	 愛知県幸田町　出身地	 愛知県幸田町
　研　修	 2018年（平成30年）９月、銀座NAGANOで開催された就農フェアで小布施町の担当　研　修	 2018年（平成30年）９月、銀座NAGANOで開催された就農フェアで小布施町の担当

者と出会い、約１年半の検討期間を経て2020年（令和２年）からぶどうとりんごの研者と出会い、約１年半の検討期間を経て2020年（令和２年）からぶどうとりんごの研
修に入り１年目修に入り１年目

		

む生活だった。たまたまスノボードスクー
ルの校長が農業をしており、それを手伝う
中で興味を持ったという。野菜作りは楽し
いが独立就農するにはハードルが高いと感
じ、自然の中で働く方法を考えているとき、
ネット検索で目に飛び込んできたのが長野
県小布施町の新規就農のページだった。

　早速、体験研修に申し込み審査に合格し
た時に知り合ったのが、その後の運命を決
める「里親」となる Oさんとの出会いだっ
た。立澤さんは、その時持っていた就農に
対する不安を Oさんにぶつけたが、すべて
的確に答えてもらったことを今でも忘れな
い。①まったく知り合いもなく土地勘もな
い者が移住してきて就農するにいい土地を
借りることができるのか。②農家でもなく、
十分な資金もないところから始められるの
か。③将来にわたって安定した収入が得ら
れるのか。

　当時「里親」制度が始まって間もないこ
ろ、Oさんが立澤さんの不安に応えたのは、
① 2年間の「里親」研修後の新規就農時の

土地借用の面倒を責任をもって
見ること　②最初の 2年間の「里
親」研修、その後 5 年間の新規
就農者への生活支援、技術支援
制度など、国や自治体などの制
度が利用できること。③ぶどう
を中心にした果樹栽培が収入面
で安定が見込めること、など就
農を決意するには十分説得力の
あるものだった。
もう一つの原動力は、少し照れ
ながら「背中を押してくれた」と。
移住前から農業に関心を持ちい
つかは大自然の中でのびのび農
業をやって生活したいという夫の夢を後押
ししたのは、一番近くにいてささえてくれ
ていた奥さんだった。

　果樹づくりは、手をかけただけ応えてく
れるところが一番楽しい、という立澤さん。
将来の希望を聞くと、今は JA への出荷が
主だが、よりいいものを自信もってできる
ようになったら、直売も増やしていきたい
と将来を描いている。農作物は自然相手

で毎年の変化に対応しなくてはいけないが、
自分の技術はまだまだ。より技術を磨いて、
たいへんお世話になっている里親さんのよ
うに、将来農業を目指す若者にお返しがで
きるようになりたいという。

　やわらかい笑顔から、まさに地についた
生き方と頼もしさを感じることができた。

里親制度研修者

▲ 果樹は手をかけただけ応えてくれる

▼ 喜んでもらえる果実を作りたい
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　畑で様子の写真も撮りながら…と取材を依
頼し、当日訪れた畑は、「ここが最初の畑だっ
た」と涌井さんのワインぶどう発祥の地とい
う45aのぶどう畑だった。「今年で15年目か…」
と感慨深く話す涌井さんの表情は明るい。現
在は11haまで拡大したが、うち９割ほどは荒
廃農地を借り受け、整備を進めたものだという。

　里親になったのは、ワインぶどうの普及を
考えた際、個人で作れる面積は高が知れて
いることから、地域全体で盛り上げることが
重要という考えからであった。涌井さんの就
農当時は農業を始めても生産基盤や仕組み
が整っておらず、１〜２年でリタイヤしてし
まう人も多かった。そんな苦い経験から、里

親を引き受けることで、地域全体で仲間づく
りやワインぶどうの栽培拡大を目指せないか
―。涌井さんをはじめとした村の生産者や行
政などの努力により、村内のワインぶどう総
面積は現在 60ha を越え、県内トップクラス
の栽培面積を誇っている。

　これまでに研修生を県外から 3人、村内
や定年帰農で 4人受け入れた。
研修生は自分の意思を持って臨んでおり、大
変うれしかったという。だが、研修を進め
ていく中で研修生自身が管理方法や品種な
どについてこだわりを言及することがあった。
研修に入る方は家族を持つ方もいる。農業を
生業に、経営として成り立たせることが第一
のため、メインとなる主力品種をきちんと作
る経営の基盤づくりが大事なことを涌井さん
は説いた。ぶどうがあって、はじめてワイナ
リーができている。「一丁前なぶどうができ
ないと、一丁前なワインはできない」という
言葉が印象的だった。

　作業においては、誰でも一律にできるよう
にと、前職で作業手順書を作成していた経験
を生かし、ワインぶどう用のものを試行錯誤
しながら作成した。研修生はもちろん、パー
トさんに配布し、何のための作業かを教える。
目的の分からないまま作業を行っては意味が
ないため、それを記載して作業の理解と高品
質のぶどうづくりを伝える。さらに、昨年県
で行ったフランス人講師の剪定講習会の考

え方を積極的に取り入れるなど、樹にとって
より良いものをと日々チャレンジしている。
　農地の確保も里親の重要な役割である。
涌井さんは農地を探すほか、集落の人たち
に声をかけ、集落全体で研修生をかわいがっ
てもらえるように取り組んでいた。「その土
地でずっと作る以上、その土地の方に顔を売
ることが大事」。周囲に理解してもらえるか
否かで就農後に大きく響くといい、配慮や信
頼関係の構築は重要だ。

　就農にあたっては自己資金の少ない人も多
い。涌井さんは、行政への働きかけを積極的
に行い、ワインぶどうの補助制度の整備にも
尽力した。さらに、出荷量を大きくまとめて、
金額的に有利な契約とするため、「信州高山ワ
インぶどう出荷組合」を立ち上げ、村のワイ
ンぶどうの生産や流通のしくみづくりを進めた。

　時折厳しい言葉で話す様子もあり、里親
としての顔を垣間見ることができた。何より、
高山村のワインぶどうの生産を盛り上げよう
とする大変な熱意と、現在は区長として活躍
されるだけの厚い信頼を感じた。

　高山村では、涌井さんをはじめ地域で信
頼の厚い熱意のある農家のもとで実習のほか、
農業の生の話を聞くことができる就農体験
を実施している。これまでの研修生も多くが
体験したうえで研修をスタートしたことから、
農業を始める重要なステップになっている。

農家として食べていくことを伝え、就農家として食べていくことを伝え、就
農に向け、集落との信頼関係をつなぐ農に向け、集落との信頼関係をつなぐ
涌井　一秋 涌井　一秋 わくい かずあきわくい かずあき  さんさん　59歳　59歳

◎家　族	 妻　子３人　孫３人◎家　族	 妻　子３人　孫３人
◎出身地	 長野県高山村　◎出身地	 長野県高山村　
◎就　農	 2006年（平成18年）、地元の会社で働きながらワインぶどうの栽培を開始。2008年◎就　農	 2006年（平成18年）、地元の会社で働きながらワインぶどうの栽培を開始。2008年

（平成20年）、会社を退職し、本格的に農業を開始。（平成20年）、会社を退職し、本格的に農業を開始。
◎◎経営概要経営概要	 ワインぶどう11ha、ワイナリーも経営。りんご15a、プラム10a	 ワインぶどう11ha、ワイナリーも経営。りんご15a、プラム10a

見守ってくれる人がいることが本当に心強い！見守ってくれる人がいることが本当に心強い！
林　勇作 林　勇作 はやし ゆうさくはやし ゆうさく  さんさん　45歳　45歳

◎家　族	 妻　子１人◎家　族	 妻　子１人
◎出身地　　鹿児島県鹿児島市◎出身地　　鹿児島県鹿児島市
◎就　農	 長野県農業大学校を経て、2017年（平成29年）就農	◎就　農	 長野県農業大学校を経て、2017年（平成29年）就農	
◎◎経営概要経営概要	 ぶどう90	 ぶどう90aa（シャインマスカット、巨峰、ピオーネ、ナガノパープル、クイーンニーナ、ク（シャインマスカット、巨峰、ピオーネ、ナガノパープル、クイーンニーナ、ク

イーンルージュイーンルージュ®®）、りんご50）、りんご50aa（ふじ、シナノスイート、シナノゴールド、秋映、シナノドル（ふじ、シナノスイート、シナノゴールド、秋映、シナノドル
チェ）、ベビーキウイ10チェ）、ベビーキウイ10a、a、米10米10aa他他

新規就農者

体験を語る体験を語る 〜高山村編〜〜高山村編〜

里 親 農 家

▲ より良い研修のため日々チャレンジしている
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　りんご畑で出迎えてくれた小山さんは、摘
果作業が一段落して、もう少しすると仕上げ
摘果の時期を迎えると言う。この春からりん
ごとぶどうで研修を始めたばかりだが、ここ
に至るまでの経緯を伺った。

　子供の頃から理科と自然が好きだったとい
う小山さんは、東京で生まれ育ち大学院まで
都会で過ごした。専攻は応用化学で分析化学
や環境分析を学び、得意分野を生かせる仕事
として化学薬品メーカーに就職した。研究開
発部門での仕事は楽しかったが、分析作業は
屋内で行うため次第に外で働きたいという気
持ちが強くなっていった。奥さんとは大阪勤
務時代に自然が好きということで意気投合し、
結婚した。その後、埼玉へ転勤となったが「自
然の多い環境で暮らしたい」と夫婦で考える
ようになった。移住するなら自然豊かで山が
あるところがいい！ということで長野県への移
住を考え、りんごやぶどうが美味しい地域で
の就農を検討した。須高地域や東御市など長
野県内で就農体験を重ね、高山村での就農を
決意した。小山さん曰く「ここに決めた一番
の理由はりんごを食べて美味しい！と思った
こと。それと体験に参加して、受入れ農家さ
んなど出会う人がとても温かく皆いい人ばか
りと感じたから」と話してくれた。

　研修品目はりんご・ぶどうで、研修１年目
の今年は里親さんの園地で果樹栽培の１年

のサイクル（どの時期にどんな作業が必要か
等）を中心に栽培方法を学んでいる。農作業
は淡々と同じ作業を繰り返すことが多く根気
のいる仕事だが、「そんな作業が好き。自分
には向いていると思います」と小山さん。中
でもぶどうの摘粒は房づくりにダイレクトに
影響するため集中力が大事だという。単純作
業に見えても一つ一つ房の形が異なり完成形
をイメージしながらの作業は観察力と想像力、
手先の器用さやスピードも求められる。身近
にいる先輩農業者の背中を見ながら「手を抜
かず、しっかりこまめにやることが大切だ」
といつも感じている。

　プライベートでは今年６月に第１子である
娘が生まれた。「サラリーマンを続けていたら
子どもと一緒にいられる時間があまりなかっ
たが、今は一緒に過ごせる時間が長く良かっ
た。独立就農後も自然豊かなこの場所で農業
をやりながら家族と一緒に過ごせる時間を大
切にしていきたい」と笑顔がこぼれた。
また、地域活動では地元の消防団に入団し、
地球クラブ（青年の農業者団体）で知り合っ
た先輩就農者と話をする機会が増えた。田舎
で生きていくには横との繋がりは必須だ。地
域に溶け込み積極的に社会活動に参加するこ
とは、これから農業をやっていくには重要な
ことで自分のためにもなる。「この地域で一緒
に頑張っていこう！」先輩就農者からの言葉
が励みになった。

　将来は夫婦で就農し、二人三脚で頑張っ
ていきたい。そして、美味しいりんごやぶど
うを作り、多くの人に知ってもらい手に取っ
て食べてほしい。自分たちがりんごの美味し
さに感動したように・・・。軌道に乗ってき
たら果物の収穫など農作業体験の受入れもし
たいと考えている。それは以前の会社の同僚
から「自分の子供にも農業体験させたいから、
就農したらぜひ呼んでね」と言われたことが
きっかけ。まずは知人から始め、多くの人に
農業の楽しさやりんごやぶどうの美味しさを
知ってほしい。そんな目標に向かって、一歩
一歩前を歩み始めている。

りんごの美味しさと人々の温かさに惹かれてりんごの美味しさと人々の温かさに惹かれて
小山　真吾小山　真吾  こやま しんごこやま しんご  さんさん　34歳　34歳

◎家　族	 妻　子１人◎家　族	 妻　子１人
◎出身地	 東京都町田市◎出身地	 東京都町田市
◎研　修	 2018年（平成30年）から就農相談会や長野県内の就農体験に参加。高山村の体験◎研　修	 2018年（平成30年）から就農相談会や長野県内の就農体験に参加。高山村の体験

には４回参加し、2020年（令和２年）４月から里親農家の下でりんご、ぶどうで研修開には４回参加し、2020年（令和２年）４月から里親農家の下でりんご、ぶどうで研修開
始。１年目。	始。１年目。	

　インタビューのために訪ねたのは、勾配
のある古い農家の一角にあるおしゃれな事
務所。大きい窓は、長野市内の平地とその
先にある北アルプスを望む見晴らしのいい
風景が一望できる。就農を志し、林さんの
話を聞くため訪れた人誰もがこの風景に感
動し、あこがれを抱くという。

　出身地の鹿児島市からミュージシャンを
目指し上京したという林さんは、専門学校
を卒業後、都内の大手物流企業に就職。営
業職、管理職として十数年勤めた。元々ア
ウトドア派で、北アルプスの登山や自転車
など行動力のある林さんは、自然にあこが
れ、田舎暮らしを望んでいたという。就農
のきっかけは、都内でブースを出展した須
坂市・小布施町の就農フェアに参加したこ
と。就農体験は、思い描いていた農業での
暮らし、生活設計を考える上で十分な材料
となった。

　それからの行動は早かった。長野市にある
農業大学校に入学、在学中に高山村の担当者

に紹介を受け、農地の借用、さらに給
付金などの制度を活用して住居の確
保など持ち前の行動力が強みになった。

　就農４年目、2020 年４月により安
定した生活をめざして会社を設立し
た林さんとの話は、果樹栽培を軸と
した農業経営の戦略を進めている事
業者という感じを受ける。シャイン
マスカットを中心としたぶどう、り
んごにベビーキウイなど多品種を栽
培しつつ、通販会社と連携して約半
分を通販で売りさばく。地元醸造会社に委
託してのシードル製造・販売も着実に一歩
を踏み出し、来年には独自サイトを立ち上
げ、販売に力を入れるという。

　「困っていることはない、経営が面白く
なっている」という林さん。苦労したこと
より先を見越す、物流企業の会社員時代に
培ったマネジメント力が生かされている。
情熱のある農業経営を目指す就農者が、村
や周辺の支援者に支えられることで着実な

歩みを進めることは、農産物や観光資源が豊
富なこの地域にとって大きな財産にもなる。

　将来は、「都会の人に魅力を感じても
らえる素晴らしいロケーションを生かし、
オーナー制の観光農園を開いたり、かつて
のミュージシャンの知り合いを招きたい」
と将来への展望は確実に見えている。

里親制度研修者

▲ 奥さんの支えは、農業経営の原動力になっている

▼「夫婦で就農を目指す」と語る小山さん
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就農・独立までの技術支援

◎須高野菜（アスパラガス）セミナー
時　期 項　目 内　　　　　　　　　　　　容

4 月下旬 開講式、生理生態、定植 開講式・オリエンテーション、生理生態、苗の定植、
1 年目の管理

5 月下旬 夏期管理、立茎管理 防除、倒伏防止の管理、刈り込み
8 月中旬 優良事例の視察 先進的農家視察、参加者の園地巡回

10 月下旬 冬期管理 地上部刈り取り、刈り取り後のほ場管理
2 月下旬 翌年の管理、促成栽培、修了式 ハウス管理（温度、水等）、収穫打ち切り、初期管理、修了式

◎須高果樹セミナー［必須］
時　期 項　目 内　　　　　　　　　　　　容

4 月上旬 果樹の基礎知識 オリエンテーション
りんご・ぶどうの1 年間の作業管理

4 月下旬 農薬の基礎知識
農業機械の操作

農薬の基礎知識と使い方
SS、乗用草刈機、刈り払い機等の基本的な操作方法

5 月上旬 りんごの管理 摘花・摘果
5 月下旬 ぶどうの管理 房切り
6 月上旬 ぶどうの管理 摘房・摘粒・着果管理

8 月下旬 果樹試験場視察 果樹の新品種、研究成果 等
（※土壌分析用サンプルの提出：希望者）

9 月中旬 りんごの管理 着色管理（葉摘み・玉回し）
10 月下旬 土壌と施肥の基礎知識 土づくりと施肥、土壌診断結果
12 月下旬 ぶどうの管理 整枝・せん定、ぶどう棚の管理
1 月下旬 りんごの管理 りんご、ももの整枝剪定

2 月中旬 果樹の病害虫防除
修了式 防除暦に基づく病害虫防除のポイント、修了式

　須
す

高
こう

地域では、研修中から就農・独立までの期間、栽培・経営技術習得をサポートするため里
親による研修だけでなく、各種研修会や JA の部会による講習会などでもサポートします。

◎複式農業簿記基礎講座 ［必須］
　 練習問題を行いながら複式簿記の基礎を学びます。

時　期 項　目 内　　　　　　　　　　　　容

11 月上旬 複式農業簿記の概略と概要
複式農業簿記って？　　　　　資産の調べ方と勘定科目
１年間の作業内容と書類　　　仕分のルール
仕訳帳から元帳への転記のルール  仕訳帳・元帳の書き方

11 月中旬 複式農業簿記の実践
期首貸借対照表・開始仕分　　棚卸資産の記帳ルール
合計残高試算表の作成方法　　決算整理
精算表の作成方法　　　　　　帳簿の締切り

11 月中旬

パソコンによる複式農業簿記
の演習

期首貸借対照表の作成
仕訳帳の入力
仕訳帳から元帳への転記など
経営分析

下旬
11 月上旬

中旬
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市町村の農業支援制度

主な支援 対象者 支援内容

新 規 就 農 研 修 給 付 金
1.　国の農業次世代人材投資資金（準備型）受給者 最長 2 年間　15,000 円 /月
2.　55歳未満で住居を必要とする研修生（1 の方を除く）最長 2 年間　100,000 円 /月
3.　1、2以外で55歳未満の研修生（例：農家子弟など） 最長 2 年間　20,000 円 /月

農 業 機 械 購 入 補 助 認定新規就農者（農家子弟を除く） 就農時に必要な機械・器具の購入費
の 2 分の1を補助（上限 200,000 円）

樹 園 地 貸 付 事 業 補 助 金 65歳未満の認定新規就農者や認定農業者でJAの果
樹園のリース事業を利用する者 2 分の1（上限 10a 当り400,000 円）

遊 休 農 地 解 消 対 策 事 業 遊休農地を借りる、または買って、遊休農地を解消する者 果樹の場合 10a当り80,000円
果樹以外の場合 10a当り40,000円

新 規 就 農 者 用 作 業 場 就農 8 年目までの者（農家子弟を除く） 市内 3 カ所に作業場を設置
新規就農者へ貸出

農 業 サ ポ ー ト セ ン タ ー 労力が必要な場合に、農業者へサ
ポーターを紹介

農 地 バ ン ク 空いている農地の紹介

主な支援 対象者 支援内容
研 修 費 助 成 先進的経営体での研修を受ける概ね 55 歳未満の者 月20,000円以内（2年限度）
農業機械等賃借料助成 JA又はリース会社等と賃貸借の契約を締結した者 年賃借料の2/3上限200,000円（3年限度）
農 地 賃 借 料 助 成 3 年以上の利用権設定者 年85,000円以内（5年限度）
住 居 費 助 成 賃貸住宅に居住する者 月10,000円以内（5年限度）
新規就農者住宅（全 5 棟） 45 歳未満で同居する配偶者がいる者 木造2階建倉庫付　家賃月25,000円
転 入 経 費 助 成 研修を継続し就農する者 家財運搬経費の1/2 以内

主な支援 対象者 支援内容
農 地 賃 借 料 補 助 農業次世代人材投資資金（経営開始型）受給者 補助率50％、上限100,000円/年
住 宅 費 補 助 農業次世代人材投資資金受給者の内、町外出身者 補助率66％、上限40,000円/月
物 産 展 等 出 店 費 補 助 50 歳以下 補助率100％、上限100,000円/年
農産物直売所の貸し出し 幸作会会員の内、就農して 8 年以内の方 町営駐車場に隣接した直売スペースを貸し出し
ふるさと納税特産品へ
の 農 作 物 提 供（ 販 売 ） 幸作会会員の内、就農して 8 年以内の方 ふるさと納税の返礼品として、農作

物を町が買い取る
共同利用倉庫の貸し出し 農業次世代人材投資資金（経営開始型）受給者 利用料：1,000 円 /月
新規就農者用住宅の貸し出し 農業次世代人材投資資金（準備型）受給者の内、町外出身者 家賃 単身用：18,000 円　世帯用：30,000 円
農 地 バ ン ク 貸したい人（農地）と借りたい人の橋渡し
縁 結 び の 会 農家さんとお手伝いさんの橋渡し

須 坂 市

小布施町

高 山 村

須坂市農林課農政係
TEL 026-248-9004　FAX 026-246-5667  s-nourin@city.suzaka.nagano.jp

小布施町産業振興課農業振興係
TEL 026-214-9104　FAX 026-247-3113  sangyou@town.obuse.nagano.jp

高山村産業振興課農政係
TEL 026-214-9268　FAX 026-248-0066  sangyou@vill.takayama.nagano.jp
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【須高とは】
　「須高」とは須坂市と上高井郡の総称です。須坂市の

「須」と上高井郡の「高」で「須高（すこう）」と呼びます。

　須高ブロックは、果実の販売に特化した地域であり、
令和元年度の販売高は約 75 億円ですが、その内果実
の販売高は約 64 億円です。さらに、ぶどうにおいては、巨峰をはじめナガノパープル、シャインマスカットなど、
数量・販売金額は県内トップクラスです。
　また、農薬の安全使用の推進、生産工程管理（GAP）の導入、栽培履歴の点検、残留農薬の自主点検を実施し、

「安全・安心・おいしい果実生産」と「環境にやさしい農業」を基本に、生産と販売に取り組んでいます。

JAながのJAながの須須
すす

高高
こうこう

ブロックの支援ブロックの支援プログラムプログラム

農業を始める人農業を始める人
　応援します JAながの須高営農センター　応援します JAながの須高営農センター

◎ JA ながのの紹介
　JAながのは、JAちくま・JA須高・JA志賀高
原・JAながの・JA北信州みゆきの5つのJAが
合併し、2016年9月1日 、新しくスタートいた
しました。
　新生「JAながの」は、【農】（安全・安心・
新鮮な大地からの恵み＝農畜産物）をたくさ
んの食卓に届けることと、地域に暮らすみな
さまの【くらし】を総合JAのサービス（事業活
動）でサポートすることを目的としています。
　地域の【農】と【くらし】をこれからも「ずっ
と支える」とともに「もっと役立つ」パートナー
として信頼され、必要とされるよう活動に取
り組んでまいります。

ＪＡながのが目指す３+1の取り組みＪＡながのが目指す３+1の取り組み

1営農指導の強化1営農指導の強化
広域専門指導と消費者・実需者ニーズに即した営農指導広域専門指導と消費者・実需者ニーズに即した営農指導

2 販売事業の強化2販売事業の強化
重点市場対応と直販をミックスした手取り向上への取り組み重点市場対応と直販をミックスした手取り向上への取り組み

3 資材コストの抑制3資材コストの抑制
予約仕入結集と交渉力強化による取り組み予約仕入結集と交渉力強化による取り組み

++
安心して暮らせる地域社会づくり安心して暮らせる地域社会づくり

◎ JA ながの須高ブロックの紹介

フルーツハリウッドは JAながのの登録商標です
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須高
のフ
ルー
ツ

資材・機械名 規　格 利用料金 備　考

バックホー
クボタ 2.5t １日 12,375 円

半日  7,425 円

燃料借主負担

クボタ 0.8t １日 9,900 円
半日 6,187 円

背負動噴
丸山　 １日 1,650 円

刈払機
薪割り機 １日 8,250 円
自走式薪割り機 １日 9,900 円

剪定枝粉砕機 共立 １日 11,000 円
半日  6,600 円

◎JAながの須高ブロックレンタル農機具の紹介（令和2年度抜粋）

◎JAながの須高ブロック農業開発事業の紹介（令和2年度版抜粋）

◎JAながの須高ブロック生産者組織の概要（令和元年度実績）

【お問い合わせ先】
JAながの須高営農センター営農課
TEL 026-245-0153　FAX 026-245-1003
E-mail : sko-enc@ngn.nn-ja.or.jp

事　業　名 事業内容 品　　目 備　考 補助率

果樹生産維持対策事業
果樹苗木助成

JAが振興する品種
20本以上（ぶどうは10本以上） 20%以内

果樹棚助成 資材費のみ 10％以内

アスパラ生産力向上対策事業 種苗費助成 3アール以上 50%以内

花卉振興品目導入事業 種苗費助成 ライラック・シャクヤク 3アール以上 30%以内

ハウス設置事業 施設費助成 資材費のみ 10%以内

かん水施設設置事業 施設費助成 資材費のみ 10%以内

長期販売施設設置事業 冷蔵庫設置費助成 10%以内

ぶどう安定生産対策事業 簡易雨よけ施設助成 資材費のみ 10％以内

品目 組織数 部会員数 担当技術員数 品目 組織数 部会員数 担当技術員数

りんご 4 984

11

アスパラ 1 42
2

ぶどう 4 937 きゅうり 1 22

もも 3 258 きのこ 1 9
1

なし 2 58 花き 1 51

振興果樹 6 409 畜産酪農 1 21 （ 1 ）



24

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円

シ ナ ノ リ ッ プ 3,800 874,000 400,500 473,500
秋 映 4,000 752,000 409,000 343,000
シナノスイート 4,000 812,000 414,000 398,000
シナノゴールド 4,000 700,000 396,000 304,000
ふ じ（ 普 通 樹 ） 4,000 788,000 454,000 334,000
ふじ（高密植栽培） 4,000 880,000 392,000 488,000

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円

種 な し 巨 峰 1,600 1,440,000 624,500 815,500
ナガノパープル 1,400 1,820,000 562,000 1,258,000
シャインマスカット 1,600 2,080,000 562,000 1,518,000
ピ オ ー ネ 1,800 1,440,000 615,000 825,000

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円

あ か つ き 2,500 875,000 487,600 387,400
な つ っ こ 2,500 925,000 487,600 437,400
川 中 島 白 桃 3,000 1,050,000 487,600 562,400

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円

倉島ネクタリン 2,500 875,000 487,500 387,500
フレーバートップ 2,500 900,000 487,500 412,500
サマークリスタル 2,500 950,000 487,500 462,500

りんご

ぶどう

も　も
ネクタリン

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

せん定
摘花

摘果

草刈

病害虫防除

葉摘み
収穫

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

せん定
誘引・房切

摘房

摘粒

袋かけ
収穫

草刈

病害虫防除

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

せん定
摘蕾

摘花
予備摘果

本摘果
袋かけ

収穫

芽接ぎ草刈

病害虫防除

主な作物の年間作業と経営の目安

〈もも〉

〈ネクタリン〉

※出荷数量 10 アール当りの数量です

※出荷数量 10 アール当りの数量です

※出荷数量 10 アール当りの数量です

※出荷数量 10 アール当りの数量です

摘花、摘果等の作業にあまり追われることがない品目です。普通樹はせん定に高度
な技術が必要です。一方、新わい化高密植栽培などはせん定に高度な技術を必要と
しませんが、多くの枝を誘引する等細かな作業が必要です。

房切、摘粒など適期作業が求められ品目です。栽培がマニュアル化されている短梢
せん定は初心者でも栽培が容易ですが樹勢コントロールが難しいです。一方、長梢
せん定は樹勢コントロール容易ですが新梢管理が大変です。

開園コストがあまりかからず、植え付けてから成園になるまでの期間が短
く、夏にお金が入る価格が安定している品目です。春の摘蕾、摘果と収穫作
業に労力を必要とします。
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1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

せん定 /誘引 ( 結果母枝 ) せん定 /誘引
芽かき

新梢誘引
夏期せん定（摘芯）

摘房・除葉
収穫

草刈（１ヶ月に１回程度）

病害虫防除（農薬散布：12～15 回程度）

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円
アーリーリバー 1,800 790,200 298,000 492,200
ト レ ジ デ ィ ー 1,800 705,600 298,000 407,600
く ら し ま 早 生 1,800 770,400 298,000 472,400
グランドプライス 1,800 783,000 298,000 485,000
スコウプルーン 1,800 783,000 298,000 485,000

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円
春 ど り 450 517,500 170,000 347,500
半促成長期どり 1,000 1,200,000 376,000 824,000

品　種 出荷数量 ： kg 収入金 ： 円 生産費 ： 円 所　得 ： 円
シ ャ ル ド ネ 1,000 300,000 79,800 220,200
メ ル ロ ー 1,000 300,000 79,800 220,200

プルーン

アスパラガス

醸造用ぶどう

※出荷数量 10 アール当りの数量です

※出荷数量 10 アール当りの数量です

※出荷数量 10 アール当りの数量です

生食用ぶどうに比べ栽培管理は容易な品目ですが販売単価が安いた
め、数haの栽培面積が必要です。また他の果樹のように成園を借りる
ことは困難で初期投資と準備が必要です。植え付けから２年間は収益
がありません。

生産量が全国一位の品目です。他の果樹に比べ省力的な品目ですが害虫対策
や収穫作業に労力を必要とします。

４月から収穫でき春先の換金作物で果樹との複合品目に適してい
ます。植え付けから収穫までにやや時間を必要とします。収穫後の
管理、病害虫防除が重要です。

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

せん定
人口受粉 芽接ぎ

摘果

収穫草刈

病害虫防除

病害虫

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

春芽収穫
追肥

病害虫防除

保温開始

夏芽収穫

刈取り
秋肥

除草処理

主な作物の年間作業と経営の目安

1 坪 約3.31㎡（2畳）

1 畝
せ

30坪 1アール 約100㎡（99.2㎡）

1 反
たん

=10畝 300坪 10アール 約1,000㎡（992㎡）

1 町
ちょう

=10反 3,000坪 1ヘクタール 約10,000㎡（9917㎡）

〈参考〉
東京ドームは約4.7ヘクタール、ディ
ズニー（ランド＋シー）は約100ヘク
タール

土地の
面積単位について 10m

10m

約32m

100m

100m

約32m

約1.8m

約1.8m
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２　高所作業車

　りんごなどの高木の果樹の手入れや収穫に便利な機械で
す。クローラ（キャタピラ）式の本体に支えられたゴンドラに
乗って作業します。ゴンドラは上下・左右に動き、360度旋回
するタイプもあります。収穫作業だけなら２倍、摘花、摘果
作業では、約70日かかったものが50日に短縮された事例が
あります。

３　乗用草刈機

　果樹栽培ではスピードスプレヤーと同じく絶対必要
な機械です。ゴーカートのような感覚で機械が自走しま
す。刃はムキ出しではないので、刈払機と比べると安全
性は高い機械です。
　整備された果樹園の平坦な場所で利用しますが、極
端な傾斜地や狭く障害物の多いところでは利用できま
せん。

４　ミニバックホー

　りんご、ぶどう、もも等の改植、暗渠や水路の整備、耕作
放棄地の復田、堆肥の切り返しや運搬など、農作業で活躍
する場面の多い機械です。
　また長芋、ゴボウなどの収穫にも利用が可能です。運転に
は「車両系建設機械運転技能講習」を受講し資格取得が必
要です。

あん きょ

　果樹は他の作物に比べ機械化が進んでいないため、10ａ当りの労働時間が長く手作業での仕事が多い品目です。
　省力・軽労化・園地整備などに必要なスピードスプレヤー（通称：ＳＳ）、乗用草刈機、高所作業車、ミニバックホーについ
て紹介します。

　撮影協力：長野県果樹試験場

１　スピードスプレヤー

　果樹を栽培する上で絶対必要な機械です。樹園地を
走行しながら薬剤散布する機械で、搭載されたタンク
内に（500ℓ～1,000ℓ）薬剤を入れ、後方にある複数の
ノズルで薬液を噴霧し、大型な送風機で薬剤を拡散し
ます。農薬散布だけではなく水の運搬にも利用できま
す。一番高価な機械ですが、果樹農家ではほぼ一家に
一台を所有しています。

果樹に必要な農業機械
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　撮影協力：長野県果樹試験場ほか
1　新わい化栽培（高密植）

　栽植密度（300～350本/10a）を上げて、早期から収穫可能で
高収量で高収益が得られます。樹体がコンパクトなため、機械化
しやすく作業性の向上が図られる栽培方法です。また、樹形が単
純であるため整枝、せん定などでは高度な技術を要しないので
誰でも取組むことができます。

３　すもも平棚栽培

　大玉すももの高品質生産のためには、人工授紛や笠かけもし
くは雨よけの設置が必要で、他のすももと比べ栽培管理に多くの
労力を必要とします。平棚栽培は、ほとんどの作業が地上からで
き、省力化が期待できる栽培方法です。

５　ジョイント栽培

　プラムの主枝先端部を隣のプラムの樹に接ぎ木して、連続的
に連結させた直線状の単純な樹形です。樹を形成する中心的と
なる太い枝が早期にでき、作業の移動が直線的になるので、作
業時間の短縮、早期から収量をあげることができます。

２　ぶどう短梢せん定栽培

　長梢せん定に比べせん定が単純で、技術の習熟、経験をあまり
必要としません。果房管理、新梢管理が直線的で画一化されてい
るので、作業がしやく、作業時間・労力の省力化が図られるせん定
方法です。新梢の樹勢が均一化されるため、開花時期、果実品質
がそろいやすい点がある一方で、せん定による樹勢コントロールが
難しく、新梢管理に労力がかかる欠点もあります。

４　ぶどう部分雨よけ栽培

　収穫時期が5日～７日早まり、開花時期の不良天候による花振
るいを防ぐ効果が高く、病害の発生を少なくするので栽培の安定
化を図ることができます。また、１ｇ程度の果粒肥大、果紛（ブルー
ム）ののりもいいので品質向上につながります。

　須高地区には長野県農業試験場、果樹試験場、ＪＡグループの農村工業研究所、長野県立須坂創成高校等農業研究・教育
機関があり新しい技術が開発されています。現在普及している新技術について紹介します。

須高地区で取り組んでいる新しい農業技術
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新規就農者の5年目　農業実績

営農類型 面積規模
（a）

品　目　構　成
（a）

労働力（人） 年間収入
（千円）

基幹 補助 経営体

A ぶどう 70 シャインマスカット45　巨峰20　
ピオーネ5 1 1 9,081

B ぶどう 79 巨峰29　シャインマスカット25　　
ナガノパープル25 2 0.5 5,383

C ぶどう 81 巨峰36　シャインマスカット35　
ナガノパープル10 1 1 7,706

D ぶどう 90 巨峰36　ナガノパープル28　
シャインマスカット26　 2 0 6,445

E ぶどう 145 巨峰75　シャインマスカット70 2 2 10,280

F 醸造用ぶどう 300
シャルドネ120　メルロー60　カベルネ・
フラン40，ピノ・ノワール40　ソーヴィニヨ
ン・ブラン30　カベルネ・ソーヴィニヨン10

2 1 9,500

G ぶどう ＋ りんご 39 シャインマスカット21　ナガノパープル8　
ふじ10 1 1 8,926

H ぶどう ＋ プルーン 110 シャインマスカット80　巨峰10
プルーン20 2 0 13,144

I りんご 110
ふじ60　シナノスイート23　つがる10　　
シナノゴールド10　秋映5　シナノドル
チェ2　

2 0 7,800  

J りんご ＋ もも ＋ 栗 97 ふじ50　秋映5　もも10　栗12 1 1 9,415

K りんご ＋ 水稲 105 ふじ40　つがる20　シナノスイート20　
シナノゴールド5　王林5　水稲15

1 4 8,000

　農業を職業として選択した農業者、新規就農者など農業に意欲的な皆さんの参考にしていただくため、
須坂市、小布施町、高山村における主要な類型ごとのモデルを紹介します。

◎新規就農者褒賞者数
　須高地区（須坂市、小布施町、高山村）では、平成 24 年度から里親研修生を積極的に受け入れて
います。２年間の里親研修を終えて就農した新規就農者は、平成 25 年から令和元年までに 39 名です。
独立就農後、自身の栽培技術等のレベルや評価を知るために、りんご、ぶどうなどのコンクールに
出品し高評価を得ています。

平成27年から令和２年までにコンクールで受賞した新規就農者数

年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

受賞者数 2名 2名 2名 5名 3名 2名
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須
す

高
こ う

地域の主な農業実績
以下は、須高管内での農業経営の実績です。

営農類型 面積規模
（a）

品　目　構　成
（a）

労働力（人） 年間収入
（千円）

基幹 補助 経営体

農家
A りんご＋ぶどう（露地） 130 ふじ40　シャインマスカット20　巨峰有

核50　ナガノパープル20 2.0 1.0 8,000

農家
B りんご＋ぶどう（露地） 150 ふじ70　つがる20　秋映20　シナノス

イート20　巨峰有核20 2.0 2.0 9,000

農家
C りんご＋ぶどう＋なし 110 ふじ30　つがる20　秋映20　南水20　

巨峰無核15　他5 3.0 1.0 10,000

農家
D ぶどう（露地） 94 巨峰有核50　ロザリオ6　シャインマス

カット20　ナガノパープル18 2.0 1.0 10,000

農家
E りんご＋ぶどう（露地） 170 ふじ70　つがる15　秋映35　巨峰有

核50 2.0 1.0 13,000

農家
F りんご＋ネクタリン 150 ふじ50　つがる45　秋映35　ネクタリ

ン20 2.0 1.0 13,000

農家
G

ぶどう（露地・ハウス）＋
りんご 108

巨峰無核20　ナガノパープル　シャイン
マスカット10　ふじ23　巨峰有核（ハウ
ス）35

2.0 2.0 14,000

農家
H

ぶどう（露地）＋一部冷
蔵 100 露地巨峰無核60　シャインマスカット

30　ナガノパープル10 3.0 1.0 15,000

農家
I ぶどう（露地・ハウス） 84

巨峰有核（ハウス）40　露地巨峰有核
31　シャインマスカット7　ナガノパープ
ル6

2.0 1.0 20,000

農家
J

ぶどう（露地・ハウス）＋
りんご＋プルーン 145

シャインマスカット30　ふじ40　露地巨
峰有核20　その他10　シャインマスカッ
ト（ハウス）35　アーリーリバー他10

3.0 2.0 30,000
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活動概要
　須高農業青年クラブは、須坂市、小布施町、高山村に在住する若手農業者で
構成され、現在24名で活動しています。会員が自発的に活動内容を出し合い、学
習活動や研究活動を行っています。

活動内容
①プロジェクト活動

　会員自らで経営や栽培上の問題をテーマに課題解決に向けた調査研究を
行っています。ぶどうやりんごなど、それぞれが経営する中での課題について深
掘りし、考え実践する機会となっています。

②先進地視察研修
　会員が関心のある栽培方法や新品種などについて学び習得することを目的に、県内外の農業先進地へ視察研修を行っています。
令和元年度は山梨県笛吹市へ視察を行い、品質動向の他に観光農園の経営についても学ぶことができました。

③スキルアップセミナー
　毎年、会員が学びたいことに関してセミナーを行っており、これまでに土づくりや病害虫などについて行いましたが、令和元年度はス
マート農業の果樹園への導入についての学習を行いました。

④県若人のつどい
　全県から青年クラブ員がつどい、プロジェクト発表の成果を交換して互いに刺激を受け、自らの経営に活かしています。

お問い合わせ先 長野農業農村支援センター
TEL 026-234-9535  FAX 026-235-8393  E-mail nagano-aec@pref.nagano.lg.jp

須
す

高
こ う

農業青年クラブ

タスクフォースチームとは…特別な任務を遂行するチームのこと。JAながの須
高青年部では、直面する様々な問題や、課題に向けてチームを結成し、解決・
改善に向けて積極的に取り組んでいます。代表的な活動をご紹介致します。

チーム名 活動内容 備考

リンゴＴＦ マロンなアップル（黄色いふじ）の開発、販売
食育活動（小学生とオリジナル文字リンゴの作成）

マロンなアップルは、高値５kg6,000 円で
市場取引

お問い合わせ先 JA ながの須高 営農センター 営農課
須坂市大字小島 547-7　TEL 026-245-0153  FAX 026-245-1003
E-mail sko-enc@ngn.nn-ja.or.jp

概　要 

組織と活動内容

〈盟友数〉　82 名（平均年齢 37 歳）

〈専門部〉　◎農政部　◎組織部　◎教養部
〈タスクフォースチーム〉

JAながの須
す

高
こ う

青年部
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高山村地球クラブ
概　要 

主な活動内容

お問い合わせ先 高山村役場 産業振興課 農政係
TEL 026-214-9268  FAX 026-248-0066  E-mail sangyou@vill.takayama.nagano.jp

 TEL 026-214-9104  FAX 026-247-3113　E-mail sangyou@town.obuse.nagano.jp

　人と自然にやさしい環境保全型農業を推進する高山村の農業を継続しようとする青年の農業者団体「高山村地球クラブ」は、会員相互
の親睦を図り豊かにして、明るい農業及び生活を築くことを目的に、農業知識の習得や研究活動等の他ボランティア活動も行っています。
　会員は、りんご・ぶどう・ワイン用ぶどうなどの果樹栽培農家をはじめ、水稲栽培農家や畜産農家などさまざまで、栽培技術などの情報交
換の場にもなっています。会員数38名（R2現在）、年会費4,000円。

■視察研修・学習会
　知識の習得や研究活動として、県内外の農業先進地への視察研修や学習会を行って
います。過去には、「りんごの新品種栽培を行う農家」への視察や、「農作物の消毒用車
両（スピードスプレヤー）を製造する企業」への視察、「確定申告に係る農業所得の収支
のつくり方」、「農地に関わる基礎知識」などの学習会を行いました。

■農業技術情報交換の場〔園地交流会〕
　毎年、春と秋に会員の園地で、農作物の栽培方法や園地で工夫していることなど農業技術情報の交換を行っています。

■ボランティア活動
　毎年、地域貢献ボランティア活動として、村内の沿道等の草刈りを行っています。

幸
こ う

　作
さ く

　会
か い

概　要 
　幸作会は、町内で農業を志す者同士の仲間づくり、情報交換を目的として設立した
会です。現在、会員数は、10名程度で、そのほとんどが町外出身者です。しかし、ここ最近
は、町内の農業後継者も会に加わるようになってきており、町内外の若手農家が集う新
たな場になってきています。
　また、本会では、新規就農生同士だけではなく、町の人との交流も積極的に行っています。地元の農業委員会の皆様を始めとし、町内農家の先輩
方とも交流しています。その結果、とてもいい状態の農地を貸してくれる方が見つかるなど、地域とのつながりをより強いものにすることができました。
　小布施町の魅力は、なんといってもそこに暮らす人々です。幸作会は、農業のおもしろさだけでなく、小布施町に暮らす楽しさを感じていた
だける会です。

 小布施町役場 産業振興課 農業振興係お問い合わせ先

きじまるクラブ
きじまるクラブとは 

由来

主な活動

　　　　　　　　須坂市役所　農林課
TEL 026-248-9004  FAX 026-246-5667  E-mail s-nourin@city.suzaka.nagano.jp  
ホームページ https://kizimaru.com/

　須坂市内の農業研修生および就農して5年以内の新規就農者の集まりで、研修会や
交流会を開催しています。他県からの移住し、就農している者も多く、親交を深めること
ができる場になっています。現在は30名を超える会員で活動しています。

　きじまるの「きじ」は日本の国鳥「キジ」です。かつては一万円札にも描かれていました。 目標は大きく「日本の農業を支える」「稼ぐ農業をす
る」という願いを込めて、キジにちなんで『きじまる』と名付けました。

◎農業技術に係る研修………………せん定、病虫害、最新の品種などの勉強会や簿記勉強会、Facebookの勉強会などを行っています。
◎先進農家との交流、視察… ………先輩農家を招いての講演会や園地の視察、農業委員との意見交換会
◎仲間作り、地域との交流など………ごみ拾いやイベントへの参加

お問い合わせ先



お問い合わせ先一覧
長野農業農村支援センター TEL 026-234-9535 FAX 026-235-8393 　 nagano-aec@pref.nagano.lg.jp

須坂市農林課農政係 TEL 026-248-9004 FAX 026-246-5667 　 s-nourin@city.suzaka.nagano.jp

小布施町産業振興課農業振興係 TEL 026-214-9104 FAX 026-247-3113 　 sangyou@town.obuse.nagano.jp

高山村産業振興課農政係 TEL 026-214-9268 FAX 026-248-0066 　 sangyou@vill.takayama.nagano.jp

JAながの須高営農センター営農課 TEL 026-245-0153 FAX 026-245-1003 　 sko-enc@ngn.nn-ja.or.jp

このパンフレットは「2020年長野県地域発元気づくり支援金」により作成しました。




